
学校教育目標 ： 旭を愛し、やさしく・かしこく・たくましく生きる児童の育成  

～ みんなにとって、居心地のよい学校、笑顔あふれる学校、自慢したくなる学校にしよう！ ～ 

　        学校だより 《祝 Ｒ７ 開校１５０年》 
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　９月６日（金）、不審者対応の避難訓練を行
　９月５日（木）、校長室で、第２回学校運営 いました。校内に不審者が侵入した際の職員
協議会を行いました。 の初期対応や連携、子どもたちの動き（避難
　今回の会議は、主に、来年度「旭小学校開 の仕方）を確認するため、今年度もアルソッ
校１５０周年」に向け、これからの取組につ ク（ALSOK）の方に無料で来ていただきました。
いて熟議しました。 不審者役を実演していただいた後、職員を対
　開校１５０周年を、旭小学校の子どもたち（卒 象に不審者対応の研修をしていただきました。
業生を含む）、保護者、職員、旭地区の地域の また、子どもたちが、日頃の生活において犯
皆様とお祝いするため、現在のところ、次の 罪被害に遭わないためにどのようにしたらよ
ようなことを考えています。これからも内容 いか、リモート形式（Google Meet）で、校長
や実施方法などについて熟議を重ねていく計 室と各学級をつなぎ、一人一人ができること
画です。 （自分の命は自分で守ること）についての話
◇ 組織（実行委員会）づくり　 をしていただきました。 
◇ のぼり旗の作成　※ 田代小学校が実施しています。 　避難方法として、不審者の動きを確認した
◇ 人文字の空撮（本校運動場）R6.11月実施予定 上で、全員、運動場に避難することも考えら
　※ 来年度は、校舎の大規模改修工事のため、運動場 れますが、今回は、教室の鍵を閉めて電気を
　　での空撮が困難になります。 消し、静かに教室に待機するという対応を取
◇ 記念品の作成（クリアファイル・下敷き等） りました。廊下側の透明な窓ガラスについて
◇ 記念誌の発行　※ 内容の検討 は、内側から紙を貼り、教室内の様子が分か
◇ 記念式典の実施 ※ R7.11月下旬実施予定 らないようにしました。子どもたちは、担任
　　　　　　　　　　　　　　　・・・など。 の指示に従い、各教室において、安全に待機
　実行委員長は、旭地区区長会会長の 酒井 することができていました。 
晴夫 様に決まりました。 　私からは、「いか」「の」「お」「す」「し」に
　また、のぼり旗については、標語を６年生 ついて説明し、旭地区には、見守りの方や交
の子どもたちに考えてもらい、その中から高 通指導員さん、「１１０番の家」など、地域全
学年の子どもたちに選んでもらいました。 体で、子どもたちを見守っていることについ
 て話しました。 
　開校百五十周年 

　　つなげよう 笑顔あふれる 旭小 
　　　　　　　旭小学校コミュニティ・スクール 
　　　　　　　　　　　　　　※ 縦書きになります。 
 
　現在、学校運営協議会の委員で、のぼり旗
の色や文字の大きさ、書体、文字の位置など
を考えているところです。 
　以下に、今年度の学校運営協議会員の紹介  廊下側の窓（内側から紙を貼る）　不審者に対応する職員 
をいたします。　　　　　　　　　計１３名 
 
・ 《会長》酒井 晴夫 様（旭地区区長会会長） 
・ 篠原 日出夫 様（旭老人クラブ会長） 　９月１０日（火）、４年生以上の各学級の代
・ 大隈 直美 様（民生・児童委員） 表や各委員会の代表の子どもたちが集まり、
・ 狩野 正治 様（旭地区交通指導員代表） 代表委員会を行いました。各学級、運動会の
・ 清水 幸雄 様（旭まちづくり推進センター長） スローガンに入れたい言葉を考えて持ち寄り、
・ 野田 理恵 様（前旭小学校ＰＴＡ会長） 提案理由に合ったスローガンについて話し合
・ 木村 嘉身（校長） いました。その結果、「笑
・ 筒井 学（教頭）　 顔で 楽しく 全力で挑
・ 吉田 智佳子（教頭） 戦 四色の宝石」に決定
・ 吉田 明寛（主幹教諭） しました。 
・ 古城 武史（指導教諭） 　子どもたちは、この
・ 清水 皓平（事務主査） スローガンの基、気持
・ 森 南美（事務主事） ちを一つにして、心に
　　　　　　　　　　　　 残る運動会にしてくれ
　　　　　　　　　　　　　　 文部科学省ＨＰより ることと期待しています。 　代表委員会の様子

令和６年度　第２回学校運営協議会 

～コミュニティ・スクール～
避難訓練《不審者対応》

第２回代表委員会《運動会スローガン》


